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 中国にける 56 の民族において、漢民族以外の民族が「少数民族」と呼ばれている。貴州
省は中国の西南部に位置し、複数な民族が共同に居住する地区である。2002 年の時点で、貴





































































 また、フランスの宣教師 F.M.Savina は中国のミャオ族の社会歴史について考察して最初












































































































                                              
1 中国知網ホームページ：http://www.cnki.net/ 


























  現在は中国の少数民族を 55 と数えているが、歴史的には最初から 55 の少数民族であっ 
たわけではない。建国当初は 9 民族、その後 38 の民族、54 の民族そして 80 年代に 55 
民族といわれるようになった。それ以前は「弱小民族」や「小民族」という言葉が使わ 
れていた。中国成立後、はじめての人口調査（1953 年）では、自己申告に基づいて登録 
された「民族名」は 400 以上にのぼっていたと言われている。その後、中国政府は民族 
識別工作を開始し、分類、統合することにより現在の 55 の少数民族を認定した。［ハス 
ゲレル 2006:11—12］ 
   



























  1953 年の全国人口調査に備え、中央政府調査団が「名はその持ち主に従う」という原則 
に基づき民族調査を行った結果、全国において 400 余りの「民族」、雲南のみで「260 
余りの『民族』の名前」が報告されたという。しかし、報告された族称を全く「民族」 
と認め、政策の実施に移るわけには行かず、中央政府はまず「民族識別作業」すること 




























民族識別は３つの階段で行われた。まず、1950 年から 1954 年までの第一段階では、ミャ
オ族、モンゴル族、ヤオ族、白族など 38 個の少数民族が確定された。1954 年から 1978 年
までの第二段階では、トゥチャ族、ジン族、ハバ族など 16 個の少数民族が確定された。最後












族識別について、1949 年以前の中国貴州省では約 100 以上の異なる民族名称を持つ民族集





された民族名称は約 80 個があった。1953 年、貴州省はプイ族の名称を確定し、また、1956




などの貴州地域に居住している 23 の民族が認められている。 
 
2．ミャオ族の基本状況 
2-1 ミャオ族の歴史  
 2010 年まで、中国では漢民族の割合が全民族人口の約 91.51％を占め、その他、約 8.49％
の中にも 55 の少数民族が存在している4。「中国人口普査（中国の人口数の調査）」により、
以下の表 1 にまとめる。 
 
表 1  1953－2010 少数民族人口数と割合（人数単位：億） 
年度 漢族人口 総人数に占める 少数民族総人数 総人口に占める 
1953 年 5.47 98.94％ 0.35 1.06％ 
1964 年 6.51 98.22％ 0.40 1.78％ 
1982 年 9.37 97.3％ 0.67 2.7％ 
1987 年 総人口の 1％をサンプリング調査し、そのうち漢族人口が 92％を占める 
1990 年 10.42 91.96％ 0.91 8.04％ 
2000 年 11.59 91.59％ 1.06 8.41％ 









                                              




表２ 2010 年の中国人口第六回調査（少数民族人口数） 
 族 名 人口数 総人数に占める 
第１位 チワン族 16,926,381 1.2700％ 
第２位 回 族 10,586,087 0.7943％ 
第３位 満洲族 10,387,968 0.7794％ 
第４位 ウイグル族 10,069,346 0.7555％ 
第５位 ミャオ族 9,426,007 0.7072％ 














  明らかに「苗」なる族名があらわれるのは、唐の『蛮書』や、宋の『渓蛮叢笑』から 
  であるが、はるか古代に洞庭湖付近に居住した「三苗」や殷周時代の「髳（マオ）」 
  人をもって、苗族の祖先とする説もある。ともあれ、後漢時代にはすでに、湖南省の 
  西、貴州省の東の五渓地区に住んでいた。「五渓蛮」あるいは「武陵蛮」と呼ばれて 
  いたことは文献にあり、民間伝承の「苗族古歌」にも、西方への遷徏がうたわれてい 
  る。かくして、苗族の大部分は湖南省、貴州に拠ったが、一部は鳥江に沿って、貴州 
  西北と四川の南へ入った。意図的に遷徏したもののほか、九世紀には捕らわれて雲南 
  に移され、また一六世紀には海南島へ、徴用により送られた。これらは比較的大規模 


















 第三回目の移動は約 4100 年の戦国時代、頻繁の戦争に伴い、各民族は異なる程度の災難
を受けた。特に、楚国が秦国に消滅された後、楚国の人口を一部占めるミャオ族も西南地域
へ逃亡し、貴州や四川の辺境などに移動し定住した。 












































図 1 中国におけるミャオ族の分布 [田畑・金丸 1989:142] 
 

























                                              














































にベトナムの人口数が 52,741,766 人であった。その中、ミャオ族の人口は 349,000 人であ
り、総人口の 0.66％を占めた［郭 1986:116］。ベトナムにおけるミャオ族はモン（Hmongb）







































260°33'48”である（図 3）。ミャオ族トン族自治州は 16 の県、68 の区、484 の公社がある。




















































のである。ミャオ族の刺繍は 2006 年 5 月 20 日に、第一回目の非物質文化遺産として、国の











                                              
9 貴州統計局ホームページ：www.gz.stats.gov.cn 
  最終閲覧日：2016 年 11 月 16 日 
10 エンゲル係数とは食費の消費支出に占める割合であり、生活水準を測る指標でもある。
戦争直後には極めて高かったが、1960 年代前半には 40％以下に、さらに 1970 年代末には
30％まで低下するなど、生活水準の向上を示してきた［総務省統計局 家計調査］。 
11 中国非物質文化遺産ホームページ：http://www.ihchina.cn/ 















ような刺繍も、すべて自分で縫ったのだとされている。       






                                              
12 中国政府ホームページ www.cov.cn 





















































































































































































































































年から 1966 年まで、中国人民銀行から毎年各家庭に 100g の銀を分配する。1966 年文化大
革命の間に、この制度は廃止した」17と述べられている。当時、100g の銀は 30 人民元であっ










                                              
17 湖南銀飾り研究所ホームページ：www.cxs08.com 


























































 鈴木は 1999 年 12 月に貴州省南部の“小脳村”で貴州省ミャオ族に対するフィールドワー
クを行った。その際、村には十三年に一回の“鼓社節18”という祭りが開催されていた。鈴木
は祭りの意味について、以下のように述べている。 
   











































































































































































































































































































                                              




































ここで、西江ミャオ族の若い女性二人（A と B）の事例として紹介する。 
 
【A（女性、20 代、西江で知り合った友人、未婚）】 
 両親が離婚して二人とも再婚し、A は弟と祖母と一緒に生活している。祖母が 80 代にな
り、弟また 16 歳で学校に通っているため、三人の生活費や弟の学費はとても大変な支出と




へ約 19,640 円）を得られる。そして、夜間にカラオケ館でアルバイトし、月に 2000 元（日
本へ約 32,730 円）を稼げる。一月に総額 3200 元（日本へ約 52,370 円）を稼げる。毎月家







リー市場で販売し、一ヶ月の貯金数は大体 100 元（日本へ約 1,600 円）がある。しかし、小
学校から高校までの学費の大部分は貸付金で支払って償還するため、大学に入って勉強しな
がら販売員のアルバイトをしている。毎月、1300 元（日本へ約 21,270 円）を稼げるため、









































ャオ族服装を商人に転売した。一般的に１セットの服装が 500 人民元（約 8,290 日本円）の
値段で転売できるので、C の利益は 400 人民元（約 6630 日本円）があった。C は仲介とし
て、一件の服装から 400 元の利益を獲得した。そして、貴陽市の民族服装商人はまだ 1 セッ













































































を設立した。例えば、2004 年 8 月 28 日に、第十届全国人大常委会第１１回の会議で中国は
正式加入国として正式に国連の『保護非物質文化遺産公約』22に加入した23。そして、2011 年
                                              
21 1949 年に中華人民共和国（中国）は成立した。ここで、1950 年を指す。 
22 英語は the Convention for the Safeguarding of Intangible Cultural Heritage とい
う。 
23 全国人民代表大会ホームページ：http://www.npc.gov.cn 
 最終閲覧日：2016 年 12 月 4 日 
46 
 




また、2006 年 2 月 12 日に「中国非物質文化産保護成果展」という盛大的なイベントが行
われた。これは政府が全面的に無形文化遺産にたいする保護を展開しようとする重要なイベ
ントであった。このイベントで、ミャオ族服装を含め、10 種類以上の民族服装の試着体験も










図 13 展示中の民族服装       図 14 展示中の刺繍のサンプル 
  
 写真出所：呉晨撮影（2014 年）（友人の写真） 
 
                                              
24 全国人民代表大会ホームページ：http://www.npc.gov.cn 


































                                              
25 謝 磊 














































































A.なし B.1－3 セット C.3 セット以上 
3.あなたが持っている民族服飾の由来は（ ） 
A.自分で作った B.母親や兄嫁から作ってもらった C. 市場で購入した 
4.あなたが民族服飾の文化意味については（ ） 
A.知っている B.あまり知らない C.全然知らない  
5.あなたが刺繍をすることについては（ ） 

















 １  ２  ３  ４  ５ ６  ７   ８ 
A B C A B C A B C A B C A B C A B A B C A B C D 
1 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
2  ●    ●  ●    ●  ●  ●  ● ● ● ●    
3  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ●    ● 
4  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
5  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
6 ●    ●   ●    ●   ● ●  ● ● ●    ● 
7   ●   ● ●   ●   ●    ● ● ●   ●   
8 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
9  ●   ●   ●   ●   ●  ●  ● ● ● ●    
10  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ●    ● 
11  ●   ●   ●    ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
12 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
51 
 
13  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
14   ●   ● ●   ●   ●    ● ● ●   ●   
15  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ● ●    
16  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
17  ●    ●  ●    ●   ● ●  ● ● ● ●    
18 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
19 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
20  ●   ●    ●  ●   ●  ●  ● ● ● ●    
21  ●    ●  ●    ●   ● ●  ● ● ● ●    
22  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
23  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
24  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
25  ●   ●   ●    ●   ● ●  ● ● ● ●    
26  ●   ●    ●  ●   ●  ●  ● ● ●    ● 
27 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
28  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
29   ●   ●  ●  ●   ●    ● ● ●   ●   
30  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
31  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ● ●    
32  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
33  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ● ●    
34 ●     ●  ●    ●   ● ●  ● ● ●    ● 
35  ●    ●   ●  ●    ● ●  ● ● ●    ● 
36  ●   ●    ●   ●  ●  ●  ● ● ●    ● 
37  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
38 ●     ●  ●    ●   ● ●  ● ● ●    ● 
39   ●  ●  ●   ●    ●   ●  ●   ●   
40  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ● ●    
41  ●   ●    ●  ●    ● ●  ● ● ●    ● 
42 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
43 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
44  ●    ●  ●   ●   ●  ●  ● ● ● ●    
45  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ● ●    
46   ●   ●   ●  ●   ●   ●  ●  ●    
47 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
52 
 
48 ●    ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 
49  ●   ●    ●   ●   ● ●  ● ● ●    ● 











年 齢 層 
8－20 歳 13 26% 
21－35 歳 31 62% 





なし - - 
1―3 セット 38 76% 





自分で作った 3 6% 
母親や兄嫁からもらって作りの服 11 22% 






知っています 4 8% 
あまり知りません 13 26% 
全然知りません 33 66% 
 
５ 
刺繍ができますか できます、上手です  3 6% 
できるけど、下手です 15 3% 





受け入れます 6 12% 







製作過程がすごく面倒くさい 47 94% 
生活の不便 50 100% 






特殊な場合で礼服として重視すべき 17 34% 
重視すべき、現代服飾と同じように 5 10% 
デザインが古すぎ、淘汰するべき - - 








 西江ミャオ族女性の伝統服に関するサンプリング調査の人数は 50 名であった。この中で、
8－20 歳の方は 13 名があり、総人数の 26％を占める。21－35 歳の方は 31 名があり、総人












































































この表によって、当地 50 名のミャオ族の女性について、50 人に 18 人の割合で伝統的な
手工芸としての刺繍ができる。つまり、アンケートを受けた女性の間で、36％の人には刺繍
の技術ができる。逆に、全然できない人は半分以上を超え、64％を占めているということが







































































































力し、一つの電子マシンは 24 時間連続に生産すれば、一週間前後で、10 セット（１セット
に帽子、上着、スカートを含めている）の服装の生産が可能になっている。1 セット服装の
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